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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】令和1年9月5日(2019.9.5)

【公表番号】特表2016-527352(P2016-527352A)
【公表日】平成28年9月8日(2016.9.8)
【年通号数】公開・登録公報2016-054
【出願番号】特願2016-528371(P2016-528371)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｌ 101/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   5/5313   (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   5/32     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  23/26     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  23/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｊ   5/18     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｌ  101/00     　　　　
   Ｃ０８Ｋ    5/5313   　　　　
   Ｃ０８Ｋ    5/32     　　　　
   Ｃ０８Ｌ   23/26     　　　　
   Ｃ０８Ｌ   23/00     　　　　
   Ｃ０８Ｊ    5/18     ＣＥＲ　
   Ｃ０８Ｊ    5/18     ＣＥＳ　
   Ｃ０８Ｊ    5/18     ＣＥＺ　

【誤訳訂正書】
【提出日】令和1年7月26日(2019.7.26)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２４】
　好ましくは、成分Ｂは、脂肪酸－２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル
－ヘキサデカノエート及び２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル－オクタ
デカノエートと酸化ポリエチレンとの次の一般的な構造を有する反応生成物である
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　成分（Ａ）として、１０μｍ未満の粒度ｄ５０を有する、微細に分割した次の式（Ｉ）
のホスフィン酸塩及び／又はそれのポリマー、
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【化１】

（式中、
Ｒ１、Ｒ２は、同一又は異なって、線状又は分岐状のＣ１－Ｃ６－アルキル及び／又はア
リール；
Ｍは、Ｍｇ、Ｃａ、Ａｌ、Ｓｂ、Ｓｎ、Ｇｅ、Ｔｉ、Ｆｅ、Ｚｒ、Ｃｅ、Ｂｉ、Ｓｒ、Ｍ
ｎ、Ｌｉ、Ｎａ、Ｋ及び／又はプロトン化窒素塩基；
ｍは、１～４を意味する。）、
　成分（Ｂ）として、式（ＩＩＩ）で表されるアミノエーテル、
【化２】

（式中、
ｎは、Ｅ中のＣ原子の数よりも小さいか又は同じであることができ、そして、
Ｅは、Ｃ１－～Ｃ１００００００－アルキル又はＣ５－Ｃ６－シクロアルキルを意味し、
その際、アルキル鎖は、アルキル置換基、芳香族置換基及び極性基を置換基として含むこ
とができ、そして、アルケン単位及び／又はヘテロ原子を介在させることができ；
その際、
Ｇ１及びＧ２は、同一又は異なることができ、そして、互いに独立して、水素、ハロゲン
、ＮＯ２、シアノ、ＣＯＮＲ５Ｒ６、（Ｒ９）ＣＯＯＲ４、Ｃ（Ｏ）－Ｒ７、ＯＲ８、Ｓ
Ｒ８、ＮＨＲ８、Ｎ（Ｒ１８）２、カルバモイル、ジ（Ｃ１－Ｃ１８－アルキル）－カル
バモイル、Ｃ（＝ＮＲ５）（ＮＨＲ６）、Ｃ１－Ｃ１８－アルキル；Ｃ３－Ｃ１８－アル
ケニル；Ｃ３－Ｃ１８－アルキニル、Ｃ７－Ｃ９－フェニルアルキル、Ｃ３－Ｃ１２－シ
クロアルキル又はＣ２－Ｃ１２－ヘテロシクロアルキル；
少なくとも一つのＯ原子及び／又は－ＮＲ５－が介在したＣ２－Ｃ１８－アルキル；
Ｃ６－Ｃ１０－アリール；
Ｃ１－Ｃ４－アルキル、Ｃ１－Ｃ４－アルコキシ、Ｃ１－Ｃ４－アルキルチオ、ハロゲン
、シアノ、ヒドロキシ、カルボキシ、ＣＯＯＲ２１、Ｃ（Ｏ）－Ｒ２２、Ｃ１－Ｃ４－ア
ルキルアミノ又はジ（Ｃ１－Ｃ４－アルキル）アミノによってそれぞれ置換されたフェニ
ル又はナフチルを意味するか；又は、
Ｇ１及びＧ２は、Ｃ原子により一緒に結合してＣ３－Ｃ１２－環を形成し；
Ｔ’は、水素、一級Ｃ１－Ｃ１８アルキル－、二級Ｃ３－Ｃ１８アルキル－、三級Ｃ４－
Ｃ１８－アルキル－又はフェニル基であり、いずれの場合も、置換されていないか又はハ
ロゲン、ＯＨ、ＣＯＯＲ２１又はＣ（Ｏ）－Ｒ２２で置換されている；又はＣ５－Ｃ１２

－シクロアルキル又は少なくとも一つのＯ又は－Ｎ（Ｒ１８）－が介在したＣ５－Ｃ１２

－シクロアルキル；又は７～１８個のＣ原子を有する多環式アルキルラジカルか、又は少
なくとも一つの－Ｏ－又は－Ｎ（Ｒ１８）－が介在した同じラジカル；又はＴ’はＣ－（
Ｇ１）（Ｇ２）－Ｔ”であり；
Ｔ”は、水素、ハロゲン、ＮＯ２、シアノ又は１～５０個のＣ原子を有する一価の有機ラ
ジカル；又はＴ”及びＴ’は一緒に二価の有機結合基を形成し、該結合基は、立体障害ア
ミン－窒素原子及びＧ１及びＧ２によって置換された四級のＣ原子と一緒に、任意に置換
された５員環又は６員環の構造を形成し、及び
Ｒ４は、水素、Ｃ１－Ｃ１８－アルキル、フェニル、アルカリ金属イオン又はテトラアル
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キルアンモニウムカチオン；
Ｒ５及びＲ６は、互いに独立して、水素、Ｃ１－Ｃ１８－アルキル、ヒドロキシで置換さ
れたＣ２－Ｃ１８－アルキル、又は一緒に、Ｃ２－Ｃ１２－アルキレンブリッジ、又は－
Ｏ－又は／及び－Ｎ（Ｒ１８）－が介在したＣ２－Ｃ１２－アルキレンブリッジを形成し
；
Ｒ７は、水素、Ｃ１－Ｃ１８－アルキル又はＣ６－Ｃ１０－アリール；
Ｒ８は、水素、Ｃ１－Ｃ１８－アルキル又はＣ２－Ｃ１８－ヒドロキシアルキル；
Ｒ９は、Ｃ１－Ｃ１２－アルキレン又は結合；
Ｒ１８は、非置換の、又はハロゲン、ＯＨ、ＣＯＯＲ２１又はＣ（Ｏ）－Ｒ２２によって
置換されたＣ１－Ｃ１２－アルキル又はフェニル；
Ｒ２１は、水素、アルカリ金属原子又はＣ１－Ｃ１８－アルキル；
Ｒ２２は、Ｃ１－Ｃ１８－アルキルを意味する。）；及び、
　成分（Ｃ）として、熱可塑性ポリマー、を含む組成物であって、
　成分（Ａ）を０．５～５重量％で、成分（Ｂ）を１～２重量％で、そして成分（Ｃ）を
９３～９９．３重量％で含有し、成分（Ａ）、（Ｂ）および（Ｃ）の合計が１００重量％
である組成物。
【請求項２】
　Ｒ１、Ｒ２が同一又は異なっており、そしてメチル、エチル、ｎ－プロピル、イソプロ
ピル、ｎ－ブチル、ｔｅｒｔ．－ブチル、ｎ－ペンチル及び／又はフェニルを意味するこ
とを特徴とする、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　前記成分（Ａ）の平均粒度ｄ５０が、５μｍ未満であることを特徴とする、請求項１ま
たは２に記載の組成物。
【請求項４】
　Ｅが、Ｃ６０－～Ｃ１００００００－アルキルを意味することを特徴とする、請求項１
～３のいずれか一つに記載の組成物。
【請求項５】
　成分（Ａ）において、Ｍが同じくアルミニウムであることを特徴とする、請求項１～４
のいずれか一つに記載の組成物。
【請求項６】
　成分Ｂが、脂肪酸－２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル－ヘキサデカ
ノエート及び２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル－オクタデカノエート
と酸化ポリエチレンとの次の一般的な構造を有する反応生成物であることを特徴とする、
請求項１～５のいずれか一つに記載の組成物。
【化３】

（式中、Ｃ１５／１７は、主成分を意味し、そして、Ｎ－Ｏ－におけるアルキル残基は、
約２０００の平均分子量を有する。）
【請求項７】
　成分（Ａ）を０．５～５重量％で、成分（Ｂ）を１～２重量％で、そして成分（Ｃ）を
９３～９８．５重量％で含有することを特徴とする、請求項１～６のいずれか一つに記載
の組成物。
【請求項８】
　前記熱可塑性ポリマーがポリオレフィンであることを特徴とする、請求項１～７のいず
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れか一つに記載の組成物。
【請求項９】
　繊維または厚さ５０～５００μｍの透明フィルムに加工されることを特徴とする、請求
項１～８のいずれか一つに記載の組成物。
【請求項１０】
　請求項１～７のいずれか一つに記載の組成物を用いて製造された成形物品、フィルム又
は繊維。
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